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社
会
環
境
の
変
化
に
伴
い
、
自
転
車
の
果

た
す
役
割
は
、
環
境
負
荷
の
低
減
や
健
康
増

進
、
観
光
振
興
、
災
害
時
の
活
用
な
ど
、
大

き
く
広
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
北

海
道
と
市
町
村
の
役
割
や
取
組
状
況
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

本記事の内容は、北海道総合政策部地域創生局地域政策課で担当しております。
○お問い合わせ先 TEL：011-204-5791

道
で
は
、
「
も
っ
と
、
自
転
車
北
海
道
。
」
を

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
定
め
、
「
環
境
・
観
光
・

健
康
」
を
テ
ー
マ
に
誰
も
が
安
全
・
快
適
で

楽
し
く
自
転
車
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
次
の

取
組
を
実
施
し
ま
す
。

①
体
験
型
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

②
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
活
用
し
た
普
及
啓
発
・
情
報

発
信

③
官
民
連
携
に
よ
る
自
転
車
通
勤
促
進

①自転車を
知る・使う

自転車の魅力を生かした多様なサイクルスタイルの実現のため、自
転車の利用促進に関する普及啓発・活用の推進、自転車利用環境の
整備を推進しています。

②自転車を
安全・安心

に

自転車を安全で安心に利用することのできる環境の構築のため、交
通安全教育の推進、自転車損害賠償保険等への加入促進の強化、災
害時における自転車の活用を推進しています。

③自転車を
楽しく・快
適に

北海道の特性を生かしたサイクルツーリズムの推進にむけて、国内
外のサイクリストの誘客、北海道の特性を生かしたサイクリング環
境の創出を目指しています。

北海道自転車利活用推進計画で目指す３つの姿

道
の
取
組

道
で
は
、
平
成

年
に
国
で
策
定
さ
れ
た

「
自
転
車
活
用
推
進
計
画
」
を
踏
ま
え
、
自

転
車
の
活
用
及
び
安
全
な
利
用
の
促
進
に
向

け
平
成

年
４
月
に
「
北
海
道
自
転
車
条
例
」

を
施
行
し
、
平
成

年
３
月
「
北
海
道
自
転

車
利
活
用
推
進
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

サ
イ
ク
リ
ン
グ
周
遊
拠
点
整
備
の
た
め
の

サ
イ
ク
ル
ラ
ッ
ク
等
の
設
置
支
援
や
大
規
模

自
転
車
道
の
整
備
、
自
転
車
の
活
用
と
安
全

利
用
を
周
知
す
る
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

す
る
な
ど
様
々
な
取
組
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

令
和
４
年
度
の
取
組

道
が
策
定
し
た
活
用
推
進
計
画
を
参
考
に
、

市
町
村
に
お
い
て
も
自
転
車
の
活
用
に
向
け

た
取
組
の
実
施
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
よ
る
地
域
活
性

化
を
図
る
た
め
サ
イ
ク
ル
ル
ー
ト
マ
ッ
プ
の

作
成
や
、
快
適
に
走
行
す
る
た
め
の
案
内

標
識
の
整
備
な
ど
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
小
、
中
、
高
校
生
を
対
象
と
し
た
交
通

安
全
教
室
を
開
催
す
る
こ
と
で
交
通
安
全
意

識
を
持
っ
て
も
ら
う
な
ど
、
地
域
の
実
情
に

あ
わ
せ
た
取
組
を
実
施
し
、
全
道
が
一
体
と

な
り
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。

市
町
村
の
取
組

周
遊
拠
点
の
整
備
や
道
路
の
整
備
、
サ
イ

ク
ル
ル
ー
ト
マ
ッ
プ
の
作
成
な
ど
、
自
転
車

で
安
全
に
快
適
に
走
れ
る
環
境
を
整
備
す
る

こ
と
で
、
自
転
車
利
用
者
の
増
加
や
道
内
外

か
ら
訪
れ
る
サ
イ
ク
リ
ス
ト
の
増
加
に
繋
が

る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。
自
転
車
利
用
者

が
増
加
す
れ
ば
、
環
境
負
荷
の
低
減
や
健
康

増
進
だ
け
で
な
く
、
各
地
域
へ
の
周
遊
人

口
・
交
流
人
口
の
増
加
も
期
待
さ
れ
、
地
域

の
活
性
化
に
繋
が
っ
て
い
き
ま
す
。
北
海
道

で
は
、
様
々
な
取
組
を
実
施
し
、
「
環
境
に
◎

観
光
に
◎
健
康
に
◎
も
っ
と
、
自
転
車
北
海

道
。
」
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

次
ペ
ー
ジ
か
ら
は
、
自
転
車
を
活
用
し
た

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
、
道
内
自

治
体
を
紹
介
し
ま
す
。

最
後
に

④
自
転
車
を
安
心
安
全
に
利
用
す
る
た
め
の

取
組

⑤
サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進

▲道路に設置された
案内標識

サイクルルートマップ作成▶
の様子

特 集
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共
同
実
施
地
域
の
紹
介

4

手
近
な
と
こ
ろ
に
コ
ン
パ
ク
ト
に
集
積
さ
れ
て

い
る
増
毛
町
内
を
ぐ
る
っ
と
気
軽
に
周
回
で
き

る
コ
ー
ス
も
作
成
し
て
い
ま
す
。

こ
の
取
組
の
背
景
に
は
、
通
過
す
る
サ
イ
ク

リ
ス
ト
を
呼
び
込
む
こ
と
に
よ
り
、
留
萌
管
内

だ
け
で
な
く
石
狩
管
内
と
の
周
遊
圏
域
を
形
成

し
人
の
交
流
増
加
に
つ
な
げ
た
い
と
い
う
思
い

が
あ
り
ま
す
。

現
在
目
標
と
し
て
い
る
の
が
、
ガ
イ
ド
付
き

サ
イ
ク
リ
ン
グ
ツ
ア
ー
の
実
施
で
す
。
昨
年
度

か
ら
協
議
会
で
ガ
イ
ド
の
育
成
を
行
っ
て
お
り
、

今
後
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
に
よ
る
検
証
を
進
め
る

予
定
で
、
最
終
的
に
は
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
を
、
更

な
る
人
の
呼
び
込
み
や
ツ
ア
ー
を
通
じ
た
町
の

魅
力
の
再
発
見
ま
で
視
野
に
入
れ
た
取
組
に
で

き
る
よ
う
検
討
し
て
い
ま
す
。

通
過
す
る
サ
イ
ク
リ
ス
ト
を

創る ◆特集 自転車を活かしたまちづくり
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増
毛
町
は
留
萌
振
興
局
管
内
の
南
部
に
位

置
し
、
日
本
海
の
雄
冬
海
岸
と
暑
寒
別
岳
を

擁
す
る
町
。
エ
ビ
や
ホ
タ
テ
な
ど
の
海
産
物

が
豊
富
な
こ
と
に
加
え
、
広
大
な
果
樹
地
帯

を
擁
し
、
サ
ク
ラ
ン
ボ
や
リ
ン
ゴ
な
ど
、
フ

ル
ー
ツ
の
里
と
し
て
も
有
名
で
す
。

ま
た
、
旧
増
毛
駅
を
中
心
に
道
内
最
古
の

木
造
校
舎
で
あ
る
旧
増
毛
小
学
校
を
始
め
北

海
道
遺
産
に
選
定
さ
れ
た
建
造
物
も
建
ち
並

ぶ
、
自
然
、
文
化
、
食
を
気
軽
に
楽
し
め
る

コ
ン
パ
ク
ト
に
集
積
さ
れ
た
街
並
み
と
な
っ

て
い
ま
す
。

さ
ら
な
る
可
能
性
に
向
け
て

サ
イ
ク
リ
ス
ト
を
呼
び
込
み

地
域
活
性
化
に
つ
な
げ
る

日
本
海
岸
沿
い
に
は
、
「
オ
ロ
ロ
ン
ラ
イ

ン
」
と
呼
ば
れ
る
、
小
樽
か
ら
稚
内
ま
で
約

３
２
０
㎞
も
続
く
国
道
が
通
っ
て
い
ま
す
。

景
色
が
良
く
シ
ー
ニ
ッ
ク
バ
イ
ウ
ェ
イ

に
認
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
従
前
か

ら
、
夏
場
を
中
心
に
自
動
車
や
バ
イ
ク
と
あ

わ
せ
て
サ
イ
ク
リ
ス
ト
が
多
く
通
過
し
て
い

る
と
感
じ
て
お
り
、
こ
の
サ
イ
ク
リ
ス
ト
に

ぜ
ひ
当
町
に
も
立
ち
寄
っ
て
い
た
だ
き
町
の

魅
力
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
考
え
、
同
じ
海

岸
沿
い
に
あ
る
隣
町
の
石
狩
市
と
と
も
に

「
石
狩
北
部
・
増
毛
サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム

推
進
協
議
会
」
を
立
ち
上
げ
、
自
転
車
を
核

と
し
た
ま
ち
づ
く
り
へ
の
検
討
を
始
め
ま
し

た
。具

体
的
な
取
組

海
風
を
感
じ
な
が
ら
オ
ロ
ロ
ン
ラ
イ
ン
を

走
る
、
自
然
豊
か
な
最
高
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
存
分
に
満
喫
で
き
る
、
近
隣
町
村
の
田

園
地
帯
か
ら
海
に
繋
が
る
サ
イ
ク
ル
ル
ー

ト
マ
ッ
プ
の
作
成
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
さ
ら
に
街
中
に
呼
び
込
む
た
め
、

歴
史
的
建
造
物
が
建
ち
並
ぶ
ふ
る
さ
と
歴
史

通
り
や
果
樹
地
帯
な
ど
、
人
気
ス
ポ
ッ
ト
が

増
毛
町
の
本
格
的
な
取
組
は
ま
だ
始
ま
っ
て

数
年
で
す
が
、
自
転
車
に
よ
る
地
域
活
性
化
の

取
組
を
進
め
て
い
く
こ
と
は
も
と
よ
り
、
増
毛

町
で
は
「
高
血
圧
ゼ
ロ
の
ま
ち
」
を
目
指
し
、

町
民
の
健
康
作
り
や
基
礎
体
力
の
増
進
な
ど
、

健
康
寿
命
の
延
伸
に
向
け
た
取
組
を
実
施
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
自
転
車
を
健
康
づ
く
り
の
た

め
の
ツ
ー
ル
の
一
つ
と
し
て
活
用
で
き
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

町
民
に
と
っ
て
も
観
光
客
に
と
っ
て
も
取
り

組
み
易
い
ツ
ー
ル
で
あ
る
「
自
転
車
」
を
活
か

し
、
関
係
人
口
や
交
流
人
口
の
増
加
に
繋
げ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
も
更
な
る
取
組
に
よ
る
地
域
活
性
化
に

期
待
が
掛
か
り
ま
す
。

▲国稀酒造

▲街中を走るサイクリスト

▲オロロンラインを走るサイクリスト

呼
び
込
む

【お問い合わせ先】
商工観光課
TEL：0164-53-3332
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実
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介

4
楽
し
む
人
、
両
方
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
自

転
車
の
取
組
」
を
実
施
で
き
た
ら
、
市
内
外

で
の
交
流
人
口
が
増
加
し
、
道
の
駅
を
含
め

た
周
遊
観
光
の
確
立
が
図
れ
る
の
で
は
な
い

か
、
そ
の
思
い
か
ら
、
石
狩
市
で
は
地
域
活

性
化
に
活
か
せ
な
い
か
と
検
討
を
始
め
ま
し

た
。

計
画
の
検
討
に
あ
た
っ
て
は
協
議
会
を
設
置

し
、
国
、
道
、
前
述
し
た
株
式
会
社
サ
イ
ク

リ
ン
グ
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
や
大
学
教
授
の
ほ
か
、

一
般
公
募
で
市
民
の
方
も
構
成
員
に
な
っ
て

い
た
だ
く
こ
と
で
市
民
の
声
を
反
映
さ
せ
て

い
ま
す
。

「
自
転
車
」
に
着
目
し
た
理
由

自
転
車
へ
の
注
目
度
が
徐
々
に
高
ま
っ
て

き
て
い
る
中
で
、
ま
ず
は
安
全
で
快
適
に
走

行
で
き
る
環
境
整
備
が
必
要
だ
と
考
え
ま
し

た
。
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ツ
ア
ー
企
業
で
あ
る
株

式
会
社
サ
イ
ク
リ
ン
グ
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
の
石

塚
代
表
に
話
を
伺
っ
た
り
、
自
転
車
の
聖
地

「
し
ま
な
み
海
道
」
を
支
え
た
愛
媛
県
を
参

考
と
し
検
討
を
進
め
て
い
く
中
で
、
石
狩
市

だ
け
で
は
な
く
、
国
や
北
海
道
、
関
係
団
体

と
連
携
し
、
一
体
的
に
取
り
組
む
こ
と
と
、

明
確
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
っ
て
進
め
る
こ
と
が

必
要
不
可
欠
だ
と
判
断
し
、
計
画
の
策
定
に

着
手
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
平
成

年
３
月
、
道
内
市
町
村

で
初
と
な
る
、
自
転
車
活
用
推
進
法
に
基
づ

く
「
石
狩
市
自
転
車
活
用
推
進
計
画
」
を
策

定
し
ま
し
た
。
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サ
イ
ク
リ
ス
ト
目
線
の
環
境
整
備
で

人
を
呼
び
込
む

日
常
の
中
で
あ
り
ふ
れ
た
モ
ノ
の
ひ
と
つ

で
あ
る
「
自
転
車
」
で
す
が
、
地
域
活
性
化

の
た
め
着
目
し
た
理
由
は
、
そ
の
「
気
軽
さ
」

に
あ
り
ま
し
た
。

日
常
生
活
で
自
転
車
を
利
用
す
る
人
、
サ

イ
ク
リ
ン
グ
・
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
自
転
車
を

石
狩
市
で
は
、
自
転
車
が
安
全
で
快
適
に

走
行
で
き
る
環
境
整
備
を
目
標
に
掲
げ
、
サ

イ
ク
リ
ス
ト
の
目
線
か
ら
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ

ト
両
面
で
の
取
組
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

石
狩
市
に
は
、
道
外
や
石
狩
市
外
の
道
内

市
町
村
か
ら
、
旅
行
や
観
光
の
一
環
と
し
て

サ
イ
ク
リ
ン
グ
に
訪
れ
る
方
も
多
く
、
令
和

４
年
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
道
の
駅

「
あ
い
ろ
ー
ど
厚
田
」
で
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー

「
石
狩
市
自
転
車
活
用
推
進

計
画
」
の
策
定

目標１

自転車交通の役割拡大による

良好な都市環境の形成

目標２

サイクルスポーツの振興等による

活力ある健康長寿社会の実現

目標３

サイクルツーリズムの推進による

観光立国の実現

目標４

自転車事故のない

安全で安心な社会の実現

自転車が

安全快適に移動できる

環境整備を進める

ト
調
査
で
は
、
回
答
者
の
約
８
割
が
石
狩
市

外
か
ら
訪
れ
た
方
で
し
た
。
石
狩
市
は
車
の

交
通
量
が
少
な
く
、
信
号
も
少
な
い
と
い
う

道
路
が
多
く
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
道
路
は

自
転
車
で
走
り
や
す
い
た
め
、
多
く
の
サ
イ

ク
リ
ス
ト
が
市
外
か
ら
訪
れ
ま
す
。
加
え
て

サ
イ
ク
リ
ン
グ
コ
ー
ス
を
示
す
「
矢
羽
根
型

路
面
表
示
」
や
主
要
な
分
岐
点
や
休
憩
施
設

を
導
く
「
案
内
標
識
」
を
設
置
す
る
こ
と
に

よ
り
、
さ
ら
に
安
全
で
快
適
に
走
行
で
き
る

環
境
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

石
狩
市
の
取
組

「石狩市自転車活用推進計画」の目標

▲道の駅「あいろーど厚田」

【お問い合わせ先】
企画経済部企画課
TEL：0133-72-3193

石
狩
市
は
、
札
幌
市
の
北
側
に
隣
接
し
、

日
本
海
、
石
狩
川
、
黄
金
山
な
ど
、
雄
大
な

自
然
景
観
に
恵
ま
れ
た
ま
ち
で
す
。
日
本
海

沿
い
の
絶
景
を
求
め
て
高
ま
る
サ
イ
ク
リ
ン

グ
ニ
ー
ズ
に
応
え
、
市
で
は
、
「
自
転
車
」
を

活
用
し
た
地
域
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

ま
た
、
休
憩
場
所
に
活
用
で
き
る
サ
イ
ク

リ
ン
グ
拠
点
の
整
備
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま

す
。
カ
ロ
リ
ー
消
費
の
大
き
い
サ
イ
ク
リ
ン

グ
で
は
、
適
宜
、
休
憩
を
取
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
そ
こ
で
、
サ
イ
ク
ル
ラ
ッ
ク
を
市
内

の
４
カ
所
に
設
置
し
、
そ
の
う
ち
、
道
の
駅

「
あ
い
ろ
ー
ど
厚
田
」
を
含
む
３
カ
所
に
空

気
入
れ
な
ど
の
工
具
を
設
置
し
ま
し
た
。
こ

う
し
た
拠
点
の
整
備
に
よ
り
、
サ
イ
ク
リ
ス
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行
政
だ
け
で
は
な
く
、
民
間
企
業
と
も
連

携
し
た
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。
前
述
し
た

株
式
会
社
サ
イ
ク
リ
ン
グ
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
の

石
塚
代
表
と
は
、
推
進
計
画
の
策
定
以
前
か

ら
ご
協
力
い
た
だ
い
て
お
り
、
サ
イ
ク
リ
ン

グ
ガ
イ
ド
と
し
て
の
目
線
か
ら
、
推
進
計
画

の
策
定
や
サ
イ
ク
ル
ル
ー
ト
の
作
成
の
監
修

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ガ
イ
ド
を
増
や
す

こ
と
を
目
標
に
石
塚
代
表
を
講
師
と
し
て
、

サ
イ
ク
リ
ン
グ
ガ
イ
ド
セ
ミ
ナ
ー
も
実
施
し

て
い
ま
す
。

民
間
企
業
と
の
連
携

ト
の
休
憩
場
所
・
交
流
場
所
が
増
え
、
サ
イ

ク
リ
ス
ト
同
士
の
交
流
や
地
域
住
民
と
の
交

流
、
さ
ら
に
経
済
的
な
効
果
も
生
ま
れ
、
地

域
活
性
化
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

物
理
的
な
自
転
車
走
行
空
間
の
整
備
に
と

ど
ま
ら
ず
、
石
狩
市
で
は
、
小
、
中
学
生
を

対
象
に
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ガ
イ
ド
に
よ
る
自

転
車
の
正
し
い
乗
り
方
や
ル
ー
ル
の
啓
発
と

い
っ
た
交
通
安
全
意
識
の
醸
成
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ガ
イ
ド
に
よ
る

安
全
教
育
を
行
う
こ
と
で
、
交
通
ル
ー
ル
の

徹
底
を
図
る
と
と
も
に
、
自
転
車
へ
の
興
味

を
持
っ
て
も
ら
い
、
次
代
の
自
転
車
文
化
を

担
う
世
代
の
意
識
啓
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

近
隣
町
村
と
の
連
携

こ
れ
ま
で
は
石
狩
市
単
独
で
、
自
転
車
を

活
用
し
た
地
域
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま

し
た
が
、
広
域
で
連
携
す
る
こ
と
に
よ
り
、

山
、
海
、
川
、
建
築
物
な
ど
、
各
自
治
体
の

持
っ
て
い
る
地
域
資
源
を
活
か
し
て
情
報
発

信
す
る
た
め
に
、
当
別
町
、
増
毛
町
、
新
篠

津
村
と
連
携
し
、
「
石
狩
北
部
・
増
毛
サ
イ

ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
」
を
立
ち
上

げ
ま
し
た
。

協
議
会
で
は
、
広
域
の
サ
イ
ク
ル
ル
ー
ト

マ
ッ
プ
の
作
成
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
近

隣
地
域
と
連
携
す
る
こ
と
で
、
観
光
資
源
等

そ
れ
ぞ
れ
の
強
み
を
活
か
し
た
、
よ
り
多
様

な
魅
力
を
含
ん
だ
サ
イ
ク
ル
ル
ー
ト
が
完
成

し
ま
し
た
。
一
つ
の
市
町
村
を
訪
れ
て
終
わ

▲道の駅「あいろーど厚田」に設置された
サイクルラック

り
で
は
な
く
、
次
は
他
の
市
町
村
に
も
訪
れ

る
人
、
リ
ピ
ー
タ
ー
（
何
度
も
訪
れ
る
人
）

が
増
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
サ
イ
ク
リ
ス
ト

た
ち
に
新
た
な
立
ち
寄
り
先
、
旅
行
先
と
し

て
各
市
町
村
が
認
識
さ
れ
、
周
遊
し
て
も
ら

う
こ
と
を
狙
い
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
自
転
車
と
い
う
共
通
の
テ
ー
マ
で

近
隣
地
域
と
連
携
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
同

じ
目
線
や
意
識
を
持
っ
た
人
が
集
ま
り
、
さ

ら
な
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
と
繋
が
っ
て
い
ま

す
。「

散
走
」
気
軽
に
散
歩
す
る

よ
う
に
走
る

今
回
、
取
材
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
石
狩
市

の
ご
担
当
者
は
、
「
『
散
走
』
と
い
う
コ
ン

セ
プ
ト
が
あ
り
ま
す
。
気
軽
に
、
散
歩
す
る

よ
う
に
走
る
と
い
う
自
転
車
の
楽
し
み
方
で

す
。
走
っ
て
み
な
い
と
わ
か
ら
な
い
こ
と
ば

か
り
で
す
が
、
何
事
も
、
ま
ず
は
気
軽
に
、

散
歩
す
る
よ
う
に
走
り
出
し
て
み
て
、
仲
間

を
増
や
し
て
い
く
こ
と
か
ら
は
じ
ま
り
、
同

じ
意
識
を
持
っ
た
人
た
ち
が
集
ま
れ
ば
、
そ

こ
か
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
生
ま
れ
て
い
く
と

思
い
ま
す
。
」
と
お
話
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

あ
ら
ゆ
る
世
代
の
方
が
、
気
軽
に
自
転
車

を
楽
し
め
る
よ
う
、
そ
の
時
々
の
ニ
ー
ズ
に

的
確
に
対
応
し
、
走
り
や
す
い
環
境
を
提
供

し
つ
づ
け
る
こ
と
で
、
更
な
る
自
転
車
文
化

の
深
ま
り
に
期
待
が
掛
か
り
ま
す
。

▲お話を伺った石狩市企画経済部企画課
上窪課⾧（右）と江畠主査（左）

▲サイクリングガイドを受けに多くのサイクリスト
が訪れる弁天歴史公園内に設置された観光案内所


